
会長　遠田　公夫君
コンニチワ! 日替わりで、汗ばんだり、冷

え込んだり、「三寒四温」とは言い得て妙な
りのこの季節の言葉ですね。それでは、まず
RC関係の報告をいたします。
去る2月28日、私共が親クラブである北松

浦ロータリークラブが40周年の式典を開催致
しました。所用で出席が叶わぬ私に代わり、
長島副会長、木村幹事にご参加頂き、加えて
安福さんには、パストガバナー補佐としてご
参加いただきました。感謝状等も含め、後ほ
ど、長島副会長より報告頂きます。
さて、宿泊客激減で厳しい経営を迫られて
いる我々宿泊業界ですが、ビジネストレンド
の変化を感じます。昨日は、さだまさしのコ
ンサートを聴きに、わざわざ東京から来る
「長崎2泊3日祈りの旅」という名のツアーや
ら、元ニッポン放送のパーソナリティで、ま
だ65歳現役、「高島秀武と行く佐世保・ハウ
ステンボス長寿ツアー」とか、何か旅行にも
妙なこだわり、差別化、しかもバス1台限定
の小さな旅が増えてきております。かと思え
ば、過日の空母ステニス入港時は、これまで
は全ホテル満杯になりましたが、円高のせい
か、予想外の低稼働でした。ダーウィンでは
ありませんが、時代の変化を敏感に感じ取り、
自らを変貌させていかないと生き残れないの

かなぁ？と、ひしひしと感じる今日この頃で
す。そんな時代の変化をテーマにした川柳お
届け致します。まずは、昼、市場であった時
の薄化粧と夜の化粧の違いを冷やかしたら、
男の髪の毛に対するカウンターパンチをもら
った一句です。「厚化粧　そういうあんたは
薄毛症」。次は、家庭内で夫婦喧嘩が絶えな
かった熟年のご主人がたどり着いた無抵抗主
義的人生の結論一句です。「円満は　見ざる
聞かざる　逆らわず」。皆様の一句をお願い
して挨拶といたします。

○国歌「君が代」
○ロータリーソング「奉仕の理想」
○ビジター
長崎国際大学RAC 会計　松永　夕加さん

幹事　木村　公康君
１．第2740地区ガバナー事務所
ホームページ更新のお知らせ
2月25日、27日、3月2日

２．佐世保東南ロータリークラブ
会長　森山　隆明君

社会奉仕委員長 牟田　義豊君
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障がい者優良雇用事業所及び優良勤労障が
い者表彰式のご案内
日　時／2009年3月18日貉

例会・食事　12:30～13:30
表彰式　　　13:10～13:40

場　所／ハウステンボスJR全日空ホテル
出席者／会長・幹事・社会奉仕委員長

副会長　長島　　正君
北松浦ロータリークラブ創立

40周年記念式典出席の報告

■ローターアクト委員会
紹介　委員長　増本　一也君

「第21回全国RAC研修会の報告」
長崎国際大学RAC

会計　松永　夕加さん
皆さん、こんにちは。2月21～22日まで第

21回全国ローターアクト研修会に参加させて
頂きました。私たち国際大学RACのメンバー
は3組に分かれ、私の担当は分科会のロータ
リー部門の記録でした。そこではローターア
クトの現状と問題点についてパネルディスカ
ッションを行いました。
その問題点の一つとして、「ロータリーの

先生方がローターアクトの例会にほとんど出
席されない。」というものがありました。し
かし、私達のローターアクトの例会には、お
忙しい中、毎回たくさんのロータリーの先生
方がお越しになり、またメインテーマでは、
私たちを指導する為に卓話をしてくださって
います。私はその話を聞いたとき大変驚き、
同時に私のローターアクトは本当に恵まれて
いるなと感じました。改めて、佐世保ロータ
リーの皆様、私達を指導し、支えてくださり
本当にありがとうございます。

2日目は分科会のローターアクト代表部門
の記録係としてお手伝いさせて頂きました。
話し合う議題が終了し、時間に余裕があった
ので、ある地区代表の方が｢他地区の皆さん
は、どのような国際交流を行っているか知り
たい｣ということで、それぞれの地区の国際
交流の仕方について情報交換がされました。
聞くと3分の2以上の地区が、他国を訪問など
して交流をしていることが分かりました。
ただその問題点として、その国を訪問など
してもその訪問で終わり、後の交流に続いて
いかない、という意見がありました。
その話を聞き私が思い出した事は、ロータ
リーの方々に同行させてもらった1月の台南
ロータリーの訪問でした。
訪問し台南ローターアクトとの交流が終わ
った後、個人的にお礼のメールをしましたが
その後、台南のローターアクトの方から、台
南ローターアクトの例会報告書を私の方にも
送ってもらっています。このまたとない訪問
の機会を無駄にしない為に、私たちも例会報
告書を台南ローターアクトに送り、交流を続
け、深められたらいいなと思っています。
最後に、私達がこの研修会に参加できるよ
う助成金を出して頂き、本当にありがとうご
ざいました。
この様な素晴らしい研修会に参加出来て私
たちローターアクト一同、本当に嬉しく思っ
ております。
改めて、ありがとうございました。
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親睦活動委員会　幸良　秋夫君
石井　正剛君
出席100％表彰ありがとうございます。

岡　　英樹君
結婚記念月のお祝いありがとうございま

した。

遠田　公夫会長、木村　公康幹事
松尾　文隆副幹事、福田　金治君
川冨　正弘君、中川内眞三君
芹野　隆英君、米倉洋一郎君
橘F 克和君、長島　　正君
大神　邦明君、中島　祥一君
円田　浩司君、下田　弥吉君
三浦桂一郎君、有薗　良太君
斉藤　宏隆君、山縣　義道君
森　　信正君、小川　　洋君
増本　一也君、平尾　幸一君
池田　　誠君、古賀　　巖君
金氏嘉一郎君、立石　徳雄君
石井　正剛君、飯田　満治君
井手　常博君、山下　尚登君
藤井　　隆君、田中丸善弥君
田中　龍治君、納所　佳民君
鬼木会員の卓話に期待して。
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『私と親和銀行について』

会員　鬼木　和夫君

昨年4月入会しました鬼木で
す。新人ということで自己紹介
を兼ねたスピーチをさせていただきます。
私は昭和20年10月生まれで、まさに終戦直
後の戦後の子で現在63歳です。同級生が一番、
少ない年次で、2、3年後の団塊の世代の人た
ちの半分とはいいませんが、相当少数です。
ですから、生まれてこのかた、すべてにわた
って競争がなかったように一部にいわれてい
ますが、現実は少数精鋭の激戦で、受験、就
職も厳しかった思い出があります。
父が陸軍幼年学校の教官だった関係で、生
まれは現在の長野県上田市のはずれの田舎町
です。その後、両親の出身地である福岡に帰
ってきました。しかし、その後も父の関係で、
北は札幌、南は鹿児島まで小学校5回、中学
校3回と転校し、やっと福岡に戻り修猷館に
入学して落ち着きました。全国を渡り歩いた
お陰で、地理には子供としては詳しくなりま
したが、ガキ友達がいないのが残念です。た
だ、転校する中で、どの子と友達になるとい
じめられないか、本能的に分かる感覚や処世
術が身に付いたようで、あまりいじめられる
こともなく楽しい少年時代でした。
高校卒業後、山口大学経済学部に入学し、

勉強するには絶好の環境に恵まれましたが、
学校はほとんど午前中だけで、入部した体育
会のテニス部の練習に明け暮れていました。
今の私の体つきを見て、学生時代は相撲部か
柔道部ですかといわれますが、当時は本当に
スマートなスポーツマンで、今はやりの錦織
圭選手ばりの「エア・ケイ」もやっており、
自分では元祖ケイと思っている次第です。
テニスは大学卒業後、昭和44年に福岡銀行
に入行後も、行内のクラブに入り、35歳くら
いまで現役でやりまして、その後はゴルフが
忙しくなって今では年に2回しかラケットは
握っておりませんが、当時、銀行業界の大会

ニコニコボックス

ニコニコボックス 本日合計 36,000円

累　　計 819,000円

◇

卓　　話



（今週の担当　闍田　俊夫）

クラブ会報委員会 委 員 長 闍田　俊夫　　委　員 田中　龍治・原口　増穂
副委員長 円田　浩司　　 才木　邦夫

＊次回例会予告＊

卓話
佐賀県窯業技術センター

所長　勝木　宏昭様

「有田焼の現状と新分野への挑戦」
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でいつも大事なところで負けていたのが親和
銀行で、まさかその私が頭取でくるとは思っ
てもみなかったことです。
さて親和銀行は先月15日に創業130周年を

迎えました。昭和14年9月1日に佐世保銀行と
佐世保商業銀行が合併して生まれましたが、
その後、さらに合併した銀行の中に平戸の九
十九銀行があります。この銀行は、旧平戸藩
主の松浦詮

あきら

が設立した第九十九国立銀行を起
源としており、この銀行の設立日である明治
12年2月15日を当行の創業日と定めています。
この130周年を記念してわれわれは地域金

融機関としての社会的責任を果たすべく、
「ＣＳＲ」の観点からいろいろな記念事業を
展開しています。例えば、スポーツ振興では
5年後に本県で開かれる2巡目国体を盛り上げ
るため、県民体育大会での優勝チームに贈ら
れる優勝カップを新調して提供させていただ
きました。またサッカーのＶ・ファーレンは
設立時からサポートさせてもらっております
し、今般ＪＦＬに昇格し、次はいよいよＪリ
ーグ挑戦というところまできました。これか
らメーンスポンサーはジャパネットさんにな
りますが、有力なスポンサーとして引き続き
サポートさせていただきます。
次に文化・芸術振興ですが、昨年から長崎
音楽祭の特別協賛企業として支援させていた
だいていますし、4月23日からは、130周年事
業の目玉として長崎県美術館で「親和銀行コ
レクション展」を開催します。一部の陶磁器
を他の展覧会に出品したことはありますが、
そっくり外部で展示するのは初めてです。ぜ
ひお楽しみいただきたいと思います。
最後に最近の経済情勢について少し述べさ
せていただきます。今後、日本経済を見てい
く上でのポイントは「個人消費」「原油価格」
「米国の景気」ではないかと考えます。これ
らのポイントに加え、日本国内では原材料価
格の低下や円高の恩恵を受ける企業も出てく

るものと思います。雇用問題などひずみも出
ていますが、急激な生産調整やリストラなど
打ち手が早く、きっかけさえあれば早めに立
ち直るものと思います。
今大事なことは、景況感の悪化に惑わされ
ずに冷静に足元を見つめ直し、今後の進むべ
き方向を判断していくことだと考えます。特
に長崎県内においては、直接的に世界不況の
影響を受けている企業はほんの一部で、大多
数はマスコミ先導型のムードに少し流されす
ぎていないかとの感じもします。
私は親和銀行としては11代目の頭取です

が、「新生・親和銀行」の初代頭取という気
持ちで、親和銀行を本当に復活させ、長崎県
の発展に寄与したいと思っています。
ロータリアンの皆様のご支援、ご協力をお
願いします。

輪飲倶楽部延期のお知らせ 
　先週の例会で、3月25日貉開催の予
告を致しましたが、船便の為、ワイン
（オーパスワン）入荷が遅れる事とな
りました。入荷次第、開催日時を確認
し、後日ご連絡いたします。 


